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Garrard 401の再構成(6)(HP収載) 

―トランスの交換― 

 

１． はじめに 

Garrard 401の再構成を機会にトランスを交換して試聴することにしました。 

 

２． Garrard 401の再構成の試聴方法 

 Garrard 401 のシステムにおけるトランスの使用に関するこれまでの経過を整理し

ますと、以下のようになります。 

Garrad401 の整備(8)ではカートリッジは ZYX R100-EX で Ortofon の ST-7 を使用

しています。 

アナログマジックの導入(8)では、SPU Royal Nのカートリッジで、Ortofonの ST-7

と Beyerのマイクトランスを使用しています。 

アナログマジックの導入(9)では、SPU Royal Nのカートリッジで、しなの音蔵オリ

ジナルトランスと Northern Electricのトランスを使用しています。 

以上の結果から、出力の小さい SPU Royal Nはハムを引きやすいので、ハムの小さ

い Beyerのマイクトランスを使う機会が多くなりました。 

Garrard 401 の再構成の後、Garrard 401 の再構成(2)での試聴においてハムの改善

を認めましたが、ボリュームを上げると、まだハムがでます。そこで見落としはない

かと検討し、50Hz仕様の Garrard 401を使用するため、60Hz⇔50Hzの周波数変換

器を使用していますので、まずは、この変換器もシャシーアースを取ってから、トラ

ンスを替えてみました。 

   

使用するトランスは、Ortofon の ST-7、しなの音蔵オリジナルトランス、Northern 

Electricのトランスです。 

http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2019/07/a1922e4b10cfa6f78ad28eeecdb79174.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2019/08/63585d75272b2895301373dc4861bba8.pdf
http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2019/08/5a7bd9d5ad178b26d532cd389f32e2b8.pdf


  

 

３．Garrard 401の再構成の試聴結果  

Ortofonの ST-7では、これまでの経過では、ハムを引きやすかったのですが、随分

とハムレベルが低減されていますが、ボリュームを上げると気になるレベルです。

それ故、SPU Royal Nの繊細な表現力が活きてバロックアンサンブルなどは実に爽

やかに聴くことができます。Beyerのマイクトランスと比べると、細かい音が拾え

ていますが、曲によっては多少神経質に感じたり、低弦の重量感が薄らいだりし

て、Beyerのマイクトランスの中庸なパーフォーマンスが好ましい場合もありま

す。 

しなの音蔵オリジナルトランスでは、もともと SPU Gシリーズなどと組み合わせ

ると豪快な鳴り方をするところがありましたが、SPU Royal Nと ST-7の組み合わ

せの神経質なところが、払しょくされ、繊細さも残しながら躍動感を持たせ、重量

感もあります。Beyerのマイクトランスよりレンジも広いので、これまで SPU 

Royal Nでは、あまり良い印象がなかった大編成のオーケストラもスケール感を感

じながら聴くことができます。 

Northern Electricのトランスでは、フォノケーブルのアースを取らない方がハムレ

ベルは低くなります。このトランスの持ち味は、抜けが良く、明るく生き生きとし

たところです。反面、バロックアンサンブルなどでは、陰影感が欲しいところで

す。試みにアメリカンポップスをかけてみますと、明るい鳴り方がマッチするよう

です。 

 

４、まとめ 

 Garrard 401の再構成により、それぞれのトランスの味わいが明確に捉えられるよ

うになりました。 

 

 

以上 



 


